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専
修
大
学
商
学
部
（
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
学
科
、
会
計
学

科
）
∥
佐
々
木
重
人
学
部
長

∥
は
、
２
０
１
５
年
に
商
学

教
育
１
１
０
年
、
学
部
創
設

５０
周
年
を
迎
え
る
。
こ
れ
を

機
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
記

念
事
業
を
催
す
。
商
学
部
の

教
育
・
研
究
の
中
心
で
あ
る

「
ひ
と
」
を
基
本
に
、
長
年

の
研
究
の
蓄
積
を
軸
に
展
開

す
る
。

商
学
部
５０
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
・
委
員
長
の
川

村
晃
正
教
授
は
「
打
ち
上
げ

花
火
の
よ
う
な
華
や
か
な
も

の
は
な
い
が
、
社
会
に
輩
出

し
た
５
万
人
を
超
え
る
学
部

卒
業
生
、
現
役
の
学
生
、
未

来
の
専
大
生
と
な
る
受
験

生
、
そ
し
て
地
域
の
人
々
を

結
ぶ
有
意
義
な
企
画
に
し
た

い
」
と
語
る
。

注
目
は
、
２
０
１
４
年
度

後
期
か
ら
１５
年
度
前
期
に
か

け
て
展
開
す
る
長
期
企
画

「
５０
周
年
記
念
特
殊
講
義
｜

ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ン
サ
イ
ト

｜
」
。
卒
業
生
や
地
域
事
業

者
を
講
師
に
招
き
、
学
生
と

の
対
話
を
通
し
た
実
践
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
教
育
を
展
開
す

る
。
受
講
学
生
は
講
演
と
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
ん
だ
あ

と
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
提

案
す
る
。

未
来
の
専
大
生
の
た
め
の

商
業
高
校
支
援
企
画
は
、
既

に
始
ま
っ
て
い
る
。
本
学
商

学
部
の
教
員
が
高
校
に
出
向

い
て
出
張
授
業
を
行
う
ほ

か
、
本
学
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も
模
擬
授
業
を
実

施
す
る
。
来
年
度
か
ら
科
目

改
定
に
よ
る
新
科
目
「
商
品

開
発
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
経
済
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
管
理
」

「
管
理
会
計
」
が
誕
生
す
る

の
を
受
け
て
こ
れ
ら
を
中
心

テ
ー
マ
に
据
え
る
。
「
出
張

授
業
」
希
望
校
の
受
け
付
け

は
本
年
１０
月
か
ら
行
っ
て
い

る
。ま

た
、
本
年
１１
月
９
日

（
土
）
に
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
研
究
者
や
高
校
教
員
向

け
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
商
品

開
発
に
お
け
る
知
財
教
育
の

重
要
性
と
研
究
の
あ
り
方
」

を
「
同
記
念
事
業
実
行
委
員

会
」
の
後
援
で
開
催
す
る（
主

催
‥
日
本
商
品
学
会
）。

記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
１５

年
１０
月
に
開
催
予
定
。
そ
の

ほ
か
に
「
５０
年
小
史
」
な
ど

も
発
行
す
る
。

日
本
有
数
の

歴
史
と
実
績

専
修
大
学
の
商
学
教
育

は
、
日
本
の
大
学
の
中
で
も

有
数
の
歴
史
と
実
績
を
持

つ
。１

９
０
５
（
明
３８
）
年
に

商
科
が
設
置
さ
れ
て
始
ま
っ

た
。
そ
の
後
い
っ
た
ん
廃
止

さ
れ
た
が
、
１７
（
大
６
）
年

に
計
理
科
が
新
設
さ
れ
、
６５

（
昭
４０
）
年
に
商
学
部
が
設

置
さ
れ
て
以
降
も
、
一
貫
し

て
実
学
重
視
の
教
育
を
行
っ

て
き
た
。

学
部
設
置
後
は
、
全
学
に

先
駆
け
て
専
門
科
目
セ
メ
ス

タ
ー
制
を
導
入
す
る
な
ど
、

時
代
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教

育
制
度
の
改
善
に
努
め
て
き

た
。

２
０
１
３
年
度
の
司
法
試

験
の
結
果
が
９
月
１０
日
、
法

務
省
の
司
法
試
験
委
員
会
か

ら
発
表
さ
れ
た
。
本
学
法
科

大
学
院
修
了
者
は
９
人
が
合

格
し
た
。

本
学
と
川
崎
市
が
官
学
共

同
で
運
営
す
る
専
修
大
学
大

学
院
経
済
学
研
究
科
特
別
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｋ
Ｓ
（
川

崎
・
専
修
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の

２
０
１
３
年
度
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
た
∥
写
真
。

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う
人

材
の
育
成
を
目
的
に
、
大
学

院
レ
ベ
ル
の
講
義
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
企
業
で
の
現
場
研
修
を
実

施
。
本
学
を
は
じ
め
と
す
る

教
員
、
実
務
家
ら
が
講
師
を

務
め
、
「
理
論
と
実
務
の
両

立
」
を
目
指
し
た
講
義
を
展

開
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
約
２

０
０
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し

た
。
今
年
度
は
受
講
生
２３
人

と
部
分
履
修
生
１
人
が
受

講
。
１０
月
か
ら
５
カ
月
間
に

わ
た
り
課
題
に
取
り
組
む
。

１０
月
１
日
に
は
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
が
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ

れ
た
。
徳
田
賢
二
ア
カ
デ
ミ

ー
長
（
経
済
学
部
教
授
）
、
原

田
博
夫
経
済
学
研
究
科
長
、

川
崎
市
経
済
労
働
局
企
画
課

産
業
政
策
部
企
画
課
長
の
小

沢
正
勝
氏
が
あ
い
さ
つ
。
徳

田
ア
カ
デ
ミ
ー
長
は
「
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
社
会
で
経
験

を
積
ん
だ
後
で
『
学
び
直

す
』
貴
重
な
機
会
で
、
受
講

生
、
修
了
生
、
教
員
ら
が
出

会
う
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
い

う
一
面
も
あ
り
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
交
流
を
深
め
る

な
ど
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

今
後
の
開
講
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
次
の
と
お
り
。

・
導
入
課
程
∥
１０
月
１
日
～

１１
月
９
日

・
共
通
課
程
∥
１１
月
１２
日
～

１２
月
１４
日

・
応
用
課
程
∥
１２
月
１７
日
～

２
０
１
４
年
２
月
６
日

・
実
践
課
程
（
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ビ
ジ
ネ
ス
演
習
、
現
場
研

修
）
∥
１０
月
２６
日
～
２
０
１

４
年
２
月
８
日

大
学
院
公
開
講
座

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
開
始

大
学
院
公
開
講
座
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
１
「
自
民
党
復
権
の
背
景

と
課
題
」
が
１０
月
４
日
か
ら

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
さ

れ
て
い
る
（
２５
日
ま
で
、
全

４
回
）。

２
０
１
２
年
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
、
１３
年
の
参
議
院

選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
、
な

ぜ
自
民
党
は
復
権
し
た
の

か
、
第
２
次
安
倍
政
権
の
課

題
は
何
か
｜
｜
を
探
る
。

初
回
は
藤
本
一
美
法
学
研

究
科
教
授
が
講
演
∥
写
真
。

民
主
党
政
権
の
３
年
間
を
総

括
す
る
と
と
も
に
、
１２
年
の

衆
院
解
散
総
選
挙
の
経
緯
や

特
色
を
解
説
し
た
。

「
民
主
党
政
権
下
で
も
、

県
議
会
で
は
自
民
党
が
多
数

を
占
め
る
な
ど
、
自
民
党
へ

の
支
持
は
強
く
残
っ
て
い

た
」
な
ど
自
民
党
復
権
の
要

因
を
挙
げ
、
「
１
、
２
年
で

解
決
で
き
る
よ
う
な
政
策
課

題
は
な
く
、
国
民
も
マ
ス
コ

ミ
も
も
っ
と
長
い
目
で
見
る

必
要
が
あ
る
」
と
論
じ
た
。

１１
月
８
日
か
ら
は
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｔ
２
「
憲
法
改
正
の
動
向
と

問
題
点
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る

（
１１
月
２９
日
ま
で
、
毎
週
金

曜
日
・
全
４
回
）
。
近
年
盛

ん
な
日
本
国
憲
法
の
改
正
論

議
に
つ
い
て
、
本
学
の
名
誉

教
授
・
教
授
陣
が
動
向
と
課

題
を
解
説
す
る
。

Ｋ
Ｓ
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
講

に
先
立
ち
、
「
地
域
力
・
市

民
力
を
育
む
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
公
開
講
座
が
行
わ
れ
た
。

８
月
２４
日
に
は
「
地
域
の

宝
を
探
し
出
せ
！
～
高
校
生

レ
ス
ト
ラ
ン
の
仕
掛
け
人
が

語
る
～
」
と
題
し
、
岸
川
政

之
氏
（
三
重
県
多
気
郡
多
気

町
ま
ち
の
宝
創
造
特
命
監
）

∥
写
真
∥
が
講
演
し
た
。

岸
川
氏
は
町
お
こ
し
や
地

産
地
消
の
新
し
い
形
と
し
て

メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

ド
ラ
マ
化
も
さ
れ
た
「
高
校

生
レ
ス
ト
ラ
ン
」
こ
と
地
元

高
校
の
調
理
研
修
施
設
を
仕

掛
け
た
人
物
。

「
地
元
農
業
の
現
状
を
知

っ
た
こ
と
と
、
高
校
生
た
ち

の
調
理
技
術
の
高
さ
を
知
っ

た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
」

と
、
開
店
ま
で
の
道
の
り
や

現
在
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

地
域
活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
を

考
え
る
方
針
は
、
「
出
会
っ

た
人
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
、
最
高
の
サ
ポ
ー
ト
は
何

か
を
考
え
、
応
援
す
る
姿
勢

か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
リ
ス
ク

を
恐
れ
ず
、
勇
気
と
覚
悟
を

持
っ
て
正
し
い
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
成
功

に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
結
ん

だ
。ま

た
、
９
月
１
日
に
は
授

乳
服
と
い
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
市
場
を
開
拓
し
た
有
限
会

社
モ
ー
ハ
ウ
ス
代
表
取
締
役

の
光
畑
由
佳
氏
が
「
子
連
れ

出
勤
と
い
う
働
き
方
の
デ

ザ
イ
ン
～
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ミ

ッ
ク
ス
は
地
域
を
変
え
る
か

？
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。

論

集

発

行

「
専
修
経
済
学
論
集

通

巻
１
１
５
号
」
「
専
修
法
学

論
集

第
１
１
８
号
」
「
専

修
商
学
論
集

第
９７
号
」
が

発
行
さ
れ
た
。
生
田
・
神
田

両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
配
架
さ
れ

て
い
る
（
無
料
）。

〔
生
田
〕
▽
１
号
館
１
階
▽

４
号
館
２
階
▽
７
号
館
１
階

▽
８
号
館
３
階
▽
９
号
館
１

階
▽
１０
号
館
１
階
〔
神
田
〕

▽
１
号
館
３
階

論
集
に
は
教
員
の
多
様
な

専
門
分
野
の
研
究
成
果
が
収

録
さ
れ
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
に

役
立
つ
論
文
が
多
数
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
３
学
部
以

外
の
学
部
で
も
順
次
発

行
予
定
。

ま
た
、
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス

で
き
る
学
術
機
関
リ
ポ

ジ
ト
リ
（S

I- B
o
x

）

∥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
電
子
公
開
書
庫
∥
で

も
順
次
掲
載
さ
れ
る
。

既
刊
の
「
歳
入
編
」に
続
き
、

財
政
民
主
主
義
と
分
権
の
視
点

で
自
治
体
の
予
算
書
を
読
み
解

く
シ
リ
ー
ズ
の
第
２
弾
。
自
治

体
財
政
の
基
礎
用
語
や
知
識
、

決
算
カ
ー
ド
の
分
析
、
予
算
書

の
あ
り
方
が
わ
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
て
い
る
。

具
体
例
と
し
て
「
予
算
情

報
」
を
積
極
的
に
広
報
し
て
い

る
東
京
都
清
瀬
市
を
取
り
上
げ

る
。
一
般
会
計
歳
出
予
算
の
重

点
項
目
や
変
化
を
分
析
し
た
上

で
、
予
算
書
と
の
関
連
や
財
源

内
訳
を
示
す
予
算
情
報
の
重
要

性
を
力
説
。
ど
の
よ
う
な
情
報

の
発
信
が
市
民
の
理
解
を
深
め

市
政
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

か
が
明
か
さ
れ
る
。（
イ
マ
ジ
ン

出
版
・
本
体
１
２
０
０
円
＋
税
）

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

の
あ
る
べ
き
姿
を
海
外
の
事
情

と
比
較
し
な
が
ら
解
説
。
２１
世

紀
初
め
の
構
造
改
革
と
新
自
由

主
義
の
見
直
し
を
求
め
、
教

育
、
保
育
、
雇
用
、
医
療
、
年

金
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
財

源
確
保
を
ど
う
す
べ
き
か
、
再

配
分
の
観
点
か
ら
租
税
体
系
の

見
直
し
と
抜
本
改
革
を
提
言
す

る
。町

田
俊
彦
経
済
学
部
教
授
は

第
１
章
「
社
会
保
障
の
充
実
と

租
税
・
社
会
保
険
料
」
と
、
第

５
章
「
社
会
保
障
改
革
に
お
け

る
消
費
税
」
の
「
Ⅰ

社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
」
を
担

当
。
先
進
国
の
中
で
も
突
出
し

た
高
齢
化
が
進
む
日
本
は
、
ド

イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
水
準
（
「
国

民
負
担
率
」
で
６０
～
６５
％
）
の

�
中
型
政
府
�
を
目
指
す
べ
き

だ
と
述
べ
て
い
る
。
（
イ
マ
ジ

ン
出
版
・
本
体
２
０
０
０
円
＋

税
）共

著
者
（
ま
ち
だ
・
と
し
ひ

こ
）
∥
経
済
学
部
教
授
。
主
な

担
当
は
財
政
学
。

「地域の宝を探し出せ」


Ｋ
Ｓ
ア
カ
デ
ミ
ー


司法試験司法試験

９

人

が

合

格

９

人

が

合

格

今年度プログラムスタート

よ
く
わ
か
る
社
会
保
障
と
税
制

改
革
―
福
祉
の
充
実
に
向
け
た

税
制
の
課
題
と
方
向

中禮 啓文さん

岳 金虎さん

松村 真幸さん

岸川氏が講演▶

町
田
俊
彦
共
著

安達 和茂さん

古澤 和也さん

小野寺智範さん

橋本 賀央さん

依田 竜典さん

関 正樹さん

歳
出
か
ら
み
る
自
治
体
の
姿
―

自
治
体
財
政
・
支
出
の
仕
組
み

と
課
題

☆

学
生
・
卒
業
生
・
受
験
生
と
地
域
を
結
ぶ

町
田
俊
彦
著

２０１５年 商学教育１１０年・商学部５０周年

☆

記念事業を長期展開へ

（２）２０１３年（平成２５年）１０月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５１７号




